春の会員交流会（２０２３．５．７）
総会に引き続いて春の会員交流会をＺＯＯＭにて、１５名の参加のもと行ないました。
昨年同様、主に成人期の当事者さんを持つ親御さんが中心で、てんかんなどの生命維持のために絶えず目の離せない重度のお子さんの困り感や、知的には軽度であってもなかなか周囲との折り合いをつけづらいお子さんの困り感など、多様な困り感をそれぞれ抱えて過ごしている様子をお互いに共有し合いました。

コミュニケーション障がいとしての自閉症の困り感は共通しつつも、お子さんの特性や置かれた状況等々によって、困り感が多様化していることを実感する貴重な機会となったとともに、重い・軽いって何だろうといった問いなども出てきて、改めてそれぞれの異なる困り感を理解し合うことが重要であることを認識する機会にもなりました。
こうした多様な困り感を認識しつつ、本年度も事業も展開してまいりますので、引き続きよろしくお願いいたします。
＜参加者からの感想＞
· それぞれ異なる困り感があるんだなということを、実感持って理解する貴重な機会になりました。そうした中でも、私たちの子が世の中で暮らしやすくなるために何が必要か、共通する部分は何かを探って考えていくことの重要性も考え直す機会にもなりました。
· 総会・交流会に参加させていただきありがとうございました。
自閉症協会のなかでも、各会員がかかえておられる課題は実に多様であること、そのような多様な課題に応えながら自閉症協会としての一体性を保っていくことが大切であること、そして自閉症児者とその家族が、医療・福祉・教育・行政をはじめとする関係者と連携を深めることが一層重要になっていることを感じました。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。
· 本日はありがとうございました。
色々な気付きを頂く事ができ有意義な時間となりました。一人一人特性が違う事からきっと障害に重いも軽いも
ないんでしょうね。でも、自分の子供の障害に気付いて、１２,３年経過し色々な機会（PECSや絵カード講習会受
講等）も試みてきましたが僅かながらの成長しか感じられず先が見え難いと感じています。
交流会では私達に参考になる部分はありますが同世代や同程度の知的障害の子を持つ方々との交流もあった方が
より身近に感じられるとも思っています。その意味でもおもいっこ部会にはぜひ参加したいと思います。
若い世代でも同じようなお子様をお持ちの方々の参加が少ない事に少し危機感を感じています。この感覚は私だ
けなのだろうかと・・・
· 本日は有難うございました。
久しぶりに交流会に参加させて頂きました。皆さんそれぞれが抱えておられる悩み事等を直接お聞きする事がで
き、日頃、我が子はなぜこんなに大変なんだろうと、ついつい思ってしまう中で、改めて皆さんもいろんな面で
大変なのだと実感でき、反省しつつも有難く思いました。
色々お聞きする中で、やはり我が子に合った支援の仕方を模索していくしかないのだろうなぁとも感じました。
今後もまた色々相談させて頂きたいと思います。
· 春は環境が変わることもあって子どもたちが不安定になることも多く、自分のところも含めて、困っている方が多いことを実感しました。困り事、悩みなどを打ち明ける機会を持つことによって、早期に解決できればいいなあと思いました。
· 時折、企画される交流会で専門家の先生のお話しを聴くことは不勉強な私には新しい発見や学びに繋がってとても良いのですが、会員同士で近況を伝えあったり、親としての本音の声を聴かせていただくこと、話させていただくことは、何とも表現が難しいのですが、励みになったり、勇気をもらえたり、安心感を得られたり、とても得るものが大きいと思います。毎週こんな機会があってもいいかもと思えるほどの時間でした。
· 大きな困りごとがないと毎日の生活は時間だけが過ぎていきます。　交流会は、立ち止まって我が子のことを考えられる時間となり、有難い大切な時間です。皆さんのお話しをお聞きしながら、それぞれの家庭で起こっている困りごとは違うようにみえながらも自閉症の人達に共通する部分があるように思え我が子の姿と重なるとも思いました。

